
 

自己点検・評価での課題への対応 

部局等 災害ボランティア活動支援センター 

 

自己点検・評価での課題等 

（令和５年１月実施） 
対応策・対応状況・部局長の意見等 対応策に対する進捗状況 

基準番号：２－３  

 

任期（２年）ごとの交替を原則とし

つつ、部局の事情並びに構成員の意見

を反映しながら、円滑な交替を実現で

きるよう運営する。 

 

 

教員の負担軽減のため、災害ボランティア論の講師と

して協力教員への依頼を検討することとする。 

令和５年度からの会議メンバーについては、センター

長を除き、各学部メンバーは若手教員を中心に選出し

た。また、事務系メンバーについては、次回の任期更新

の際、若手職員を選出するよう検討している。 

○ 現状、当センターに関わる教員は数名であ

り、１人当たりの負担が大きい。 

○ 教員の定年退職や事務局職員の異動によ

る委員交代の他、メンバーが固定化される

傾向が見受けられる。センターの活性化、

教員の負担の低減並びに活動の全学的な広

がりを目指す見地から、規定で定められた

任期（２年）ごとに、構成員の意見を反映

しつつ円滑な交替を実現していくような運

営を検討する必要があると考えられる。 

基準番号：３－１  

 

学生との情報共有については学生

ポータルを原則としつつ、地域・社会

への情報発信については、広報担当と

の連携を密にし、大学公式 HP やフェ

イスブック、インスタグラムの活用法

を検討していく。 

 

 

４月開催の災害ボランティア活動支援センター会議

での意見に基づき、学生ポータルによる周知だけでな

く、ボランティアに関心を持つ個人宛や関連するサーク

ルに向けにも情報発信を行うこととした。 

また、６月に実施した学生アンケート結果により、学

生への周知手段として SNS が有効であることが判明し

たことから、広報課と連携し本学公式アカウントによる

SNS での周知を検討している。 

 

○ 教職員・学生への周知方法について、現

在はホームページ、メール及び学生ポータ

ルでの周知に限られており、SNS 等を活用し

た多様な周知方法について検討する必要が

ある。 



 

基準番号：３－１  

 

事務局等と連携し、ボランティア活

動に関連したサークル・学生等との意

見交換の場を設定できないか検討す

る。 

 

 

近隣地域住民と連携した活動について、９～10 月に

かけてサークル代表等からボランティアに関する意見

を聴取した。 

○ 災害ボランティアは、危険性やボランティ

アの精神から大学が率先して行えない部分

もある。地域貢献のボランティア活動を行う

学生組織への支援を強化し、大学の地域貢献

活動の一部に取り込めないか検討する必要

がある。 

 

基準番号：３－２  

 

受講者数の減少要因は、平成 30 年

度ごろまで続いていた共通教育科目

の供給不足の改善とコロナ禍の影響

と思われる。令和５年度には授業形態

がコロナ以前の状況となると思われ

るため、５年度終了時の状況調査を行

い検討する。 

 

 

令和５年度の「災害ボランティア論」については、FAA

ふくいアカデミックアライアンス共通教育科目（土曜日

開講）としたため、受講者数は 13 名に留まったが、う

ち他大学からの学生５名の参加を得た。 

また、災害ボランティア研修会の開催にあたっては、

福井県災害ボランティアセンター連絡会と連携し、メー

リングリストでの周知を依頼した結果、自治体等の一般

関係者から９名の参加があった。 

○ 「災害ボランティア論」受講者数について

は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響も

あり、減少傾向にあるため、受講者数の増加

に向け、講義内容や周知方法等について検討

する必要がある。 

 

基準番号：３－５  

 

災害ボランティア活動支援センタ

ー会議の審議事案とし改善案を検討

する。 

 

 

災害ボランティア活動支援センターホームページに

おいて、全国社会福祉協議会やふくい県民活動・ボラン

ティアセンターの災害ボランティア情報へのリンクを

掲載し、ボランティア募集や過去のニュース、活動マニ

ュアル、活動報告等の情報を確認できるようにした。 

○ 成果やその効果等に関する情報は、災害ボ

ランティア研修会等の実施報告に留まって

いるため、定型的な情報のみならずより詳細

な成果等を地域社会に分かりやすく公表し

ていく工夫が必要である。 

 



 

基準番号：７－１、７－３  

 

自己点検・評価で明らかになった課

題について、災害ボランティア活動支

援センター会議での審議事案とし、情

報共有と改善策の提案・実行を図る。 

 

 

４月及び 12 月開催の災害ボランティア活動支援セン

ター会議において、自己点検・評価で明らかになった課

題について協議し、改善案を提案・実行した。 

なお、今後の予定として、３月に災害ボランティア活

動支援センター会議を開催し、次年度の活動計画の策定

等について議論することとしている。 

 

○ センター会議やメールでの意見聴取等によ

り、センター教員間の連携を促す機会を設け

るようにしているが、実質的に議論する機会

は少ないため、更なるセンター教員間の連携

を強化していく必要性がある。 

 


